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1）ウコン類：アジア 9 ヵ国産の Curcuma 属 12 種に由来する植物及び生薬についてクルクミノイド生合
成酵素遺伝子イントロン長多型（ILP）及び葉緑体 trnK 遺伝子の塩基配列の解析を行った。ILP パター
ンは各種固有であり，種内多型がほとんどない種（C. aromatica(JA), C. zedoaria(Ze), C. phaeocaulis(P), C. 
aeruginosa(Ae), C. wenyujin(W), C. zanthorrhiza(Za)）と多型性がある種（C. longa(L), C. kwangsiensis(K), C. 
amada(Am), C. manga(M), C. comosa(C)）が認められた。ILP パターンに基づいた樹状図では Pe と C から
なるクレード，L のクレード，その他の種からなるクレードに分かれ，後者はさらに 4 サブクレード（JA；
Ze，Ae 及び P；W 及び K；Za，Am 及び M）に分かれた。trnK 配列には主に 6 タイプがあった。ILPs パ
ターンによる植物分類とウコン類生薬の基原種の同定を可能にし，アジア産 Curcuma 属植物の学名の整
理に繋がった（論文投稿中）。 
2）サラシア：保健機能食品の原料として利用されるアジア産 Salacia 属の薬用種 3 種（S. chinensis, S. 
reticulata, S. oblonga）について核リボソーム DNA ITS 領域の遺伝子多型を明らかにし，簡便な同定法
として制限酵素 Cac8I を用いた PCR-RFLP 法を開発した。オンラインストアーで入手した「サラシア」
などの健康食品 10 点について本法を適用したところ，表示とは異なり全て S. chinensis であった。Salacia




した。Amomum 属 6 分類群について核 DNA の ITS 領域及び葉緑体 DNA の matK-trnK 遺伝子の部分領
域と trnH-psbA Intergenic spacer (IGS) 領域の塩基配列を決定した結果，4 グループ（ミャンマー産 A. 
xanthioides；中国産 A. villosumとその変種；ラオス産 A. villosum var. villosumと A. longiligulare；A. uliginosum）
に分けられた（Sone et al., J. Nat. Med., 2021）。各グループの特徴的塩基配列を指標としてシュクシャ市
場品を同定した後，精油成分を分析した結果，市場品はグループ 1～4 の種が主であり，各種特徴的な








的に同種とされている A. xanthioides と A. villosum var. xanthioides が別種であることを示した。 
2．国内での薬用植物の栽培拡充を志向した研究 
エゾウコギ：培養苗作製から水耕栽培，馴化工程を経た圃場栽培までの方法を確立した。H.26 年水耕
栽培後，富山県で圃場栽培し，31 年に 3 県に移動し栽培した株等及び水耕栽培株からそれぞれ葉を採取
し，認知機能改善効果が期待されるサポニン 3 成分（ciwujianosides B, C3及び eleutheroside M）を定量し
た結果，水耕栽培株及び青森県栽培株の葉で合計含量 100 mg/g 以上の値を示した。高含量を得るための
栽培方法，栽培適地，収穫時期などについて知見が得られた。 
3．ケモメトリックス的手法を活用した和漢薬複合成分のプロファイリング技術の開発 
 芍薬：基原・産地・加工方法が異なる各種芍薬の成分的差異を見出すことを目的にして，定量 NMR 条
件で抽出物のスペクトルを測定し，内標準法によりシグナルの規格化を行い，メタボローム解析を行っ
た。P. lactiflora を基原とする日本産芍薬・中国産芍薬と中国産赤芍は明確に区別され，前者には albiflorin，
1,2,3,4,6-pentagalloylglucose，gallic acid，sucrose，後者には paeoniflorin などのモノテルペン類が寄与した。
また，基原が異なる 2 種の赤芍については，paeoniflorin などのモノテルペン類は P. lactiflora を基原とす




用を指標とした成分探索を行い，新規フェニルプロパノイド縮合型イリドイド 2 種とともに，2 種の関
連する既知イリドイドを含む 9 種の既知化合物を単離・構造決定した。このうち，既知イリドイドの
molucidin 及び prismatomerin は強い抗マラリア作用を示し（IC50 0.96 及び 0.80 μM），新規化合物 2 種及
び pinoresinol は中程度の活性を示した（IC50 40.9，20.6，24.2 μM）。本研究により，抗マラリア作用を期
待して使用されているコンゴボロロ葉部のアフリカでの伝統的な用法の科学的エビデンスを提供した
（Hashim et al, J. Nat. Med., in press）。 
2）車前子と蔓荊子の抗アロディニア作用：牛車腎気丸と車前子及び蔓荊子を対象にした探索研究で見
出した抗アロディニア作用を持つイリドイド 4 種について，生薬中での含量を調べる目的で LC-MS 法
による定量を行った。aucubinについてはイオン化効率の顕著な減弱が認められたため，UV法で行った。
日本市場の蔓荊子（中国産）及びその基原の 1 種であるハマゴウ（Vitex rotundifolia）の種子について定
量した結果，ハマゴウの種子には aucubin が高含量（1.5-1.8 mg/g）含まれていたが，蔓荊子では半分以
下であった。一方，蔓荊子には pedicularis-lactone，viteoid I, II が含まれていたが，ハマゴウの種子では
検出限界以下であった。このことから，中国産蔓荊子の基原植物は別種であることが推察された。また，
車前子には aucubin，pedicularis-lactone が含まれていたが，viteoid I, II は検出されなかった。 
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 1) 合田幸広，小松かつ子，伊藤美千穂，黒川洵子，堤 康央．食品の品質保証に関する薬
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Mangestuti, Viswanathan M. V.，Sukrong S.，安食菜穂子，飯田 修，小松かつ子．Intraspecific 
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信夫，小松かつ子．生薬シュクシャの基原植物の遺伝的多様性の解明．日本薬学会第 141
年会；2021 Mar 26-29；広島（オンライン）． 
 
◆その他 
 1) 小松かつ子．歴史秘話ヒストリア♯386「富山の薬売り 知恵とまごころの商売道」 
NHK 総合（番組出演）2020 May 27． 
 2) 小松かつ子．越中とやま SP「富山の薬売り 300 年の秘話」NHK 富山（番組出演） 
2020 Jun 5． 
 3) 小松かつ子．「和漢薬を健康に活かす」NPO 法人富山のくすし，令和 2 年度漢方医学と
生薬講座（第 2 回）2020 Jul 4． 
 4) 小松かつ子．富山大学 WEB オープンキャンパス 2020「和漢医薬学総合研究所」． 
2020 Aug 4-16． 
 5) 當銘一文．「くすり・毒になる天然の成分」令和 2 年度富山市民大学「生活医学薬学を学
ぶ」（富山市教育委員会市民学習センター）2020 Sep 4． 
 6) 小松かつ子．「世界の民族薬物 和漢医薬学総合研究所附属民族薬物資料館の紹介」 
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 10) 小松かつ子．「和漢薬を健康に活かす」令和 2 年度富山市民大学「生活医学薬学を学ぶ」
（富山市教育委員会市民学習センター）2020 Oct 30． 
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 12) 當銘一文．「くすり・毒になる天然の成分」NPO 法人富山のくすし，令和 2 年度漢方医学




 1) 當銘一文，小松かつ子：令和元年度日本生薬学会 JNM・生薬学雑誌 論文賞「Search of 
anti-allodynic compounds from Plantaginis Semen, a crude drug ingredient of Kampo formula 
“Goshajinkigan"」2020 Sep. 





 1) 蔡 少青（中国・北京大学薬学院）：中国の薬用植物資源と生薬の標準化に関する研究，
2018～ 
 2) Dr. Khin Zaw（ミャンマー・保健省伝統医療局）：Field Research, and Genetic and Chemical 
Analyses on Myanmar Medicinal Plant，2016～ 
 3) Galzad Javzan Batkhuu（モンゴル・モンゴル国立大学）：Field Research, and Chemical Analysis 




 2) 川原信夫（(独)国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 薬用植物資源研究センタ
ー）：薬用植物の国内栽培推進を指向した基盤技術及び創薬資源の開発に関する研究，
2016～ 




 5) 大槻 崇（日本大学生物資源科学部）：和漢薬の品質評価を目指した定量 NMR に関する
研究，2014～ 
























 1) 日本学術振興会科学研究費助成事業，基盤研究(C)（第 3 年度）（代表：小松かつ子，分
担：當銘一文，朱 姝）「グローバル社会に対応した医薬品・食品素材「ウコン属生薬」
の多様性解析による標準化」 
 2) 日本学術振興会科学研究費助成事業，基盤研究(C)（第 3 年度）（代表：當銘一文）「和漢
薬複合成分の精密プロファイリング技術の確立」 
 3) 日本学術振興会科学研究費助成事業，基盤研究(C)（第 3 年度）（代表：朱 姝）「遺伝子
解析を活用したサラシアの資源探索：中国産 Salacia 属の多様性解析」 
 4) 平成 29 年度国立研究開発法人日本医療研究開発機構，創薬基盤推進研究事業「次世代医
薬品の効率的実用化推進のための品質評価技術基盤の開発」（協力：小松かつ子，朱 姝，
當銘一文）「原料生薬の遺伝子解析を利用した品質標準化と理化学試験に関する研究」 










 8) 第 8 回（令和元年度）公益財団法人小林財団 研究助成（代表：當銘一文，分担：小松
かつ子，朱 姝）「単味生薬製剤の開発を指向した有用生薬からの活性成分探索とその定
量分析法の確立」 
 9) 富山大学運営費交付金機能強化費（分担：小松かつ子，當銘一文，朱 姝）「漢方薬によ
る認知症予防への取り組みと地域活性化」 










  学部 3 年生：木本花音，堀田知里 
  学部 4 年生：小菅智正 
  大学院修士 1 年：川﨑亮平 
  大学院修士 2 年：山本祥雅，北見駿典 
  大学院博士 1 年：董 昱卓（10 月入学） 
  大学院博士 3 年：Yasinjan Hashim（10 月入学），劉 群棟（10 月入学），今井美佳子，喩 
歓歓（9/30 まで） 
  客員研究員：Zolboo Batsukh（6/30 まで） 
  研究支援員：福田寛美 
  協力研究員：高橋京子（大阪大学，2020, 5/1～2021, 3/31），中村賢一（鈴鹿医療科学大学，
2020, 4/1～2021, 3/31），嶋舞（同志社女子大学，2020, 11/1～2021, 3/31） 
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◆学位（修士，博士）取得者  
 修士論文  
  董 昱卓：NMR データに基づく芍薬の成分プロファイリングと多変量解析 
  北見駿典：桂皮の成分的多様性の解析による品質評価 
  山本祥雅：α-グルコシダーゼ阻害活性を指標としたミャンマー産 Salacia 属植物の有用性
評価 
 博士論文  
  喩 歓歓：Iridoids showing anti-allodynic activity from Plantaginis Semen and Viticis Fructus  
（車前子及び蔓荊子からの抗アロディニア作用を持つイリドイドに関する研究） 
  Zolboo BATSUKH：Characterization of metabolites in Mongolian Saposhnikovia divaricata roots 
by means of various analytical methods（モンゴル産ボウフウ根の各種機器分析による成分
化学的解析） 
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